
７
月
８
日
（
木
）
バ
ス
関
連
支
部

（
京
王
新
労
組
）
が
６
５
歳
定
年
後
の

再
雇
用
を
求
め
京
王
電
鉄
を
相
手
に
争
っ

て
い
る
東
京
都
労
働
委
員
会
で
、
証
人

尋
問
が
行
わ
れ
た
。
組
合
側
は
、
佐
々

木
仁
執
行
委
員
長
、
会
社
側
は
奥
田
康

大
前
京
王
バ
ス
小
金
井
代
表
取
締
役
が
、

証
言
を
行
っ
た
。

長
年
、
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
京

王
バ
ス
に
乗
務
し
、
６
０
歳
で
定
年
を

迎
え
た
佐
々
木
仁
委
員
長
を
、
会
社
は

運
転
手
と
し
て
再
雇
用
せ
ず
、
バ
ス
車

両
清
掃
の
業
務
に
従
事
さ
せ
た
。
さ
ら

に
、
深
刻
な
バ
ス
運
転
手
不
足
の
中
、

連
合
労
組
に
加
盟
す
る
多
く
の
社
員
が

７
０
歳
ま
で
バ
ス
運
転
手
と
し
て
再
雇

用
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
社

は
、
６
５
歳
を
迎
え
た
佐
々
木
仁
委
員

長
を
、
雇
い
止
め
し
た
。

京
王
電
鉄
は
、
佐
々
木
仁
委
員
長
を

は
じ
め
、
建
交
労
の
組
合
員
を
た
だ
ち

に
バ
ス
運
転
手
と
し
て
再
雇
用
す
る
べ

き
だ
。

佐
々
木
仁
委
員
長
を
バ
ス
運
転
手
と

し
て
再
雇
用
し
な
い
理
由
を
、
会
社
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
社
内
規

定
に
よ
る
評
価
が
低
い
か
ら
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
会
社
が
求
め
る
増
務

（
残
業
）
に
応
じ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
バ
ス
車
内
で
『
止
ま
り
ま

す
』
『
右
に
曲
が
り
ま
す
』
等
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」

増
務
（
残
業
）
を
断
っ
て
き
た
の
は
、

朝
５
時
か
ら
夜
９
時
ま
で
１
６
時
間
も

の
連
続
運
転
を
す
る
運
転
手
が
い
る
こ

と
、
８
時
間
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
で
、
１

時
間
か
け
て
帰
宅
し
、
食
事
や
身
支
度

等
を
行
い
４
時
間
足
ら
ず
の
睡
眠
で
再

び
１
時
間
か
け
て
出
勤
す
る
者
が
い
る

こ
と
、
こ
れ
ら
背
景
の
も
と
、
運
転
手

の
健
康
不
良
が
原
因
で
バ
ス
事
故
が
起

こ
っ
て
い
る
実
態
が
あ
る
か
ら
だ
。
ま

た
、
バ
ス
車
内
で
自
動
音
声
で
流
れ
る

「
止
ま
り
ま
す
」
「
曲
が
り
ま
す
」
等

の
案
内
を
、
運
転
に
集
中
す
る
べ
き
運

転
手
が
、
何
故
、
再
び
ア
ナ
ウ
ン
ス
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
の
事
が

何
故
、
評
価
の
優
先
事
項
に
な
る
の
か

は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。

佐
々
木
仁
委
員
長
は
、
バ
ス
運
転
手

と
し
て
誰
も
が
模
範
と
す
べ
き
キ
ャ
リ

ア
を
残
し
た
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
か

ら
約
３
２
年
間
、
１
度
も
事
故
を
起
こ

さ
な
い
無
事
故
無
違
反
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
、
乗
客
か
ら
の
ク
レ
ー

ム
は
１
度
も
無
く
、
さ
ら
に
無
遅
刻
で

過
ご
し
た
。
こ
の
経
歴
に
敬
意
を
表
し
、

警
視
庁
な
ど
か
ら
幾
度
と
な
く
表
彰
さ

れ
て
い
る
。
バ
ス
運
転
手
不
足
は
深
刻

さ
を
増
し
、
京
王
バ
ス
で
は
、
任
用
社

員
や
継
承
社
員
の
定
年
を
６
５
歳
か
ら

７
０
歳
に
引
き
上
げ
る
事
を
検
討
。
６

５
歳
で
退
職
し
た
運
転
手
に
わ
ざ
わ
ざ

声
を
か
け
、
呼
び
戻
す
な
ど
、
運
転
手

不
足
解
消
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
。
佐
々

木
仁
委
員
長
を
は
じ
め
、
建
交
労
の
仲

間
を
バ
ス
運
転
手
と
し
て
再
雇
用
し
な

い
理
由
は
み
じ
ん
も
な
い
。

し
か
し
会
社
は
、
新
た
に
創
設
し
た

再
雇
用
社
員
制
度
こ
そ
高
齢
者
雇
用
安

定
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
制
度
だ
と
言
い

放
ち
、
時
給
１
０
０
０
円
、
週
３
日
、

生
活
保
護
以
下
の
水
準
で
、
バ
ス
車
両

清
掃
の
仕
事
を
あ
て
が
っ
た
。
超
優
良

運
転
手
を
、
運
転
手
と
し
て
再
雇
用
し

な
い
会
社
が
、
ど
う
し
て
高
齢
者
雇
用

安
定
法
を
語
れ
よ
う
。
む
し
ろ
、
法
の

悪
用
だ
と
強
く
抗
議
し
た
い
。
佐
々
木

仁
委
員
長
こ
そ
、
利
用
者
に
と
っ
て
、

そ
し
て
、
京
王
電
鉄
に
と
っ
て
も
、
最

も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
人
材
に
他
な
ら

な
い
。

東
京
都
労
働
委
員
会
の
証
人
尋
問
は
、

バ
ス
運
転
手
を
「
営
業
職
」
と
位
置
づ

け
、
国
民
の
安
全
・
安
心
を
犠
牲
に
、

サ
ー
ビ
ス
と
利
益
を
優
先
す
る
京
王
電

鉄
の
体
質
、
そ
し
て
、
運
転
手
を
評
価

す
る
評
価
制
度
そ
の
も
の
が
、
公
共
交

通
を
担
う
企
業
と
し
て
逸
脱
し
た
中
身

で
あ
る
事
を
、
明
ら
か
に
し
た
。

弁
護
団
の
質
問
に
、
佐
々
木
仁
委
員

長
は
「
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

は
、
兼
ね
て
よ
り
、
安
全
・
安
心
の
た

め
の
主
張
を
し
て
き
ま
し
た
。
バ
ス
運

転
手
が
守
る
べ
き
は
、
自
動
で
ア
ナ
ウ

ン
ス
さ
れ
る
こ
と
を
復
唱
す
る
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
乗
客
、
そ
し
て
バ
ス
の

外
の
人
、
守
る
べ
き
は
、
国
民
の
命
で

す
。
」
と
応
え
た
。

京
王
電
鉄
は
、
佐
々
木
仁
委
員
長
を

は
じ
め
、
建
交
労
の
組
合
員
を
た
だ
ち

に
バ
ス
運
転
手
と
し
て
再
雇
用
す
る
べ

き
だ
。

【
都
本
部

書
記
次
長

笹
原

和
樹
】

京
王
新
労
組
支
援
共
闘
会
議
は
、
６

月
２
９
日
、
京
王
電
鉄
株
主
総
会
に
際

し
、
会
場
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
八
王

子
前
で
宣
伝
行
動
に
取
り
組
み
、
株
主

に
対
し
「
京
王
電
鉄
が
行
っ
て
い
る
組

合
攻
撃
や
不
当
労
働
行
為
を
止
め
さ
せ
、

争
議
を
解
決
し
て
正
常
な
労
使
関
係
を

結
ぶ
よ
う
求
め
る
。
そ
れ
が
株
主
に
と
っ

て
も
有
益
だ
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

雨
が
降
る
中
、
当
該
支
部
の
藤
山
書

記
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
支
援
共
闘
か

ら
は
主
催
者
を
代
表
し
て
伊
藤
議
長
が

株
主
へ
の
争
議
解
決
の
必
要
性
を
訴
え

ま
し
た
。
佐
々
木
委
員
長
は
、
争
議
の

発
端
と
な
っ
た
バ
ス
部
門
の
分
社
化
に

触
れ
「
分
社
化
以
後
続
け
ら
れ
て
い
る

組
合
攻
撃
は
許
さ
れ
な
い
。
安
全
を
第

一
に
も
の
い
う
労
働
組
合
を
攻
撃
す
る

こ
と
は
言
語
道
断
だ
。
」
と
京
王
電
鉄

の
利
益
優
先
体
質
を
変
え
る
必
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
摩
川
太
鼓

の
力
強
い
応
援
で
、
佐
々
木
委
員
長
を

株
主
総
会
会
場
に
送
り
込
み
ま
し
た
。

当
該
支
部
か
ら
江
田
副
委
員
長
が

「
公
共
交
通
の
安
全
確
保
の
た
め
に
も
、

引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
。
」
と
の
決
意

表
明
が
あ
り
、
最
後
に
、
藤
山
書
記
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
締
め
く
く
り
ま

し
た
。
【
バ
ス
関
連
支
部(

京
王
新
労

組)

執
行
委
員
長

佐
々
木
仁
】
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バ
ス
関
連
支
部
【
京
王
新
労
組
】
東
京
都
労
働
委
員
会

証
人
尋
問



７
月
１
７
日
（
土
）
三

多
摩
労
連
の
第
３
１
回
定

期
大
会
が
北
多
摩
西
教
育

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
多
摩
労
連
は
、
Ｊ
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ｕ
東
京
西
部
地
協
、

都
教
組
多
摩
地
協
、
東
京

土
建
多
摩
稲
城
支
部
、
電

機
情
報
ユ
ニ
オ
ン
、
都
庁

職
、
民
医
労
健
生
会
、
年

金
者
組
合
東
京
、
Ｃ
Ｕ
東

京
三
多
摩
地
協
、
福
祉
保

育
労
、
郵
産
労
、
私
教
連
、

全
受
労
、
都
障
教
組
、
全

国
税
三
多
摩
、
大
学
生
協

東
京
統
一
労
組
武
蔵
野
支

部
、
東
京
西
部
一
般
労
組
、

建
交
労
東
京
な
ど
、
１
９
の
単
産
と
、

立
川
労
連
、
八
王
子
労
連
、
府
中
労

連
、
町
田
地
区
労
、
清
瀬
地
区
労
、

日
野
地
区
労
、
西
東
京
地
区
労
、
東

村
山
地
区
労
、
国
分
寺
地
区
労
、
西

多
摩
労
組
連
、
村
山
大
和
地
区
労
、

多
摩
稲
城
労
連
な
ど
、
１
６
の
地
域

の
労
働
組
合
で
構
成
す
る
東
京
地
評

と
並
列
し
た
組
織
で
す
。
建
交
労
東

京
都
本
部
か
ら
は
、
三
多
摩
地
区
協

議
会
が
結
集
し
、
バ
ス
関
連
支
部

（
京
王
新
労
組
）
の
佐
々
木
仁
委
員

長
が
幹
事
と
し
て
役
員
に
選
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
三
多
摩
支
部

の
小
池
書
記
長
（
八
王
子
学
童
分
会

書
記
長
）
が
代
議
員
と
し
て
出
席
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
三
密
を

避
け
換
気
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど

対
策
を
万
全
に
し
た
会
場
に
仲
間
が

集
い
ま
し
た
。
開
会
挨
拶
を
し
た
芳

賀
議
長
は
「
三
多
摩
労
連
は
今
年
７

月
に
結
成
３
０
周
年
を
迎
え
た
。
地

域
組
織
の
状
況
を
把
握
し
、
単
産
と

地
域
の
連
携
で
よ
り
一
層
の
組
織
強

化
を
は
か
り
た
い
。
」
と
訴
え
ま
し

た
。
杉
本
事
務
局
長
が
、
活
動
報
告

・
活
動
方
針
を
提
案
。
三
多
摩
メ
ー

デ
ー
や
三
多
摩
春
闘
共
闘
な
ど
、
三

多
摩
独
自
の
活
動
報
告
が
さ
れ
た
他
、

組
織
拡
大
に
お
け
る
三
つ
の
近
い

（
年
齢
・
職
場
・
職
種
）
な
ど
「
近

い
」
を
生
か
し
て
対
話
す
る
提
起
、

京
王
新
労
組
の
た
た
か
い
へ
の
支
援

が
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
決
算
・
予
算

を
含
め
、
全
て
の
議
案
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
幹
事
に
は
バ
ス
関
連
支
部

（
京
王
新
労
組
）
佐
々
木
仁
委
員
長

が
信
任
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
建
交
労
東
京
都
本
部

は
三
多
摩
労
連
に
結
集
し
ま
す
。

４
月
３
日
（
土
）
に
開
校
し
た
第

６
期
建
交
労
東
京
学
校
が
、
６
月
１

２
日
（
土
）
で
第
３
回
目
の
講
義
を

数
え
ま
し
た
。
神
田
支
部
の
多
大
な

ご
協
力
の
下
、
リ
モ
ー
ト
と
併
用
で

開
催
さ
れ
、
講
師
の
江
口
健
志
先
生

（
東
京
労
働
者
学
習
協
会
常
任
理
事

・
東
京
労
働
学
校
講
師
）
の
熱
い
講

義
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
参
加
し
た

組
合
員
か
ら
は
、
わ
か
り
や
す
い
、

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
、
自
分
達

の
環
境
に
当
て
は
め
る
事
が
出
来
る

だ
ろ
う
か
、
な
ど
、
多
く
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
回
第
４
回

は
７
月
３
１
日
（
土
）
１
３
時
３
０

分
～
リ
モ
ー
ト
併
用
で
開
催
し
ま
す
。

前
回
（
第
３
回
）
の
講
義
「
格
差

・
貧
困
は
な
ぜ
拡
大
す
る
の
か
・
貧

困
は
自
己
責
任
か
？
」
が
時
間
内
に

完
結
し
な
か
っ
た
た
め
、
次
回
（
第

４
回
）
７
月
３
１
日
（
土
）
は
続
編

の
講
義
で
す
。
第
５
回
「
資
本
主
義

の
限
界
と
未
来
社
会
の
展
望
」
は
新

た
に
追
加
し
た
日
程
、
９
月
２
５
日

（
土
）
１
３
時
３
０
分
か
ら
開
催
致

し
ま
す
。
途
中
参
加
で
も
構
い
ま
せ

ん
、
是
非
、
多
く
の
組
合
員
の
ご
参

加
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
の
乗
務

員
ら
で
つ
く
る
自
交
総
連
は

７
月
１
２
日
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
関
係
者
を
一
般
タ
ク
シ
ー

で
輸
送
す
る
方
式
の
見
直
し

を
求
め
る
声
明
を
発
表
し
、

五
輪
組
織
委
員
会
に
抗
議
し

た
。
声
明
に
よ
る
と
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
関
係
者
が
タ
ク
シ
ー

に
乗
る
時
だ
け
臨
時
ハ
イ
ヤ
ー

車
両
と
し
て
運
行
し
、
関
係

者
の
輸
送
が
終
わ
れ
ば
通
常

営
業
に
戻
っ
て
一
般
乗
客
を

乗
せ
る
と
い
う
運
行
形
態
が

既
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
海
外
か
ら
入
国
す

る
五
輪
関
係
者
を
一
般
市
民

と
接
触
さ
せ
な
い
「
バ
ブ
ル

方
式
」
に
、
大
穴
を
開
け
る

も
の
だ
と
強
く
批
判
し
て
い

る
。
従
来
、
五
輪
関
係
者
の

移
動
は
専
用
バ
ス
、
貸
し
切

り
車
両
だ
け
に
限
る
と
さ
れ

て
い
た
が
開
催
直
前
に
な
っ

て
急
き
ょ
、
通
常
営
業
の
一

般
車
両
を
転
用
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

タ
ク
シ
ー
運
転
手
は
優
先

的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象

で
は
な
く
、
未
接
種
の
人
が

大
半
だ
と
い
う
。

声
明
は
輸
送
す
る
車
両
は

一
般
タ
ク
シ
ー
と
区
別
し
、

消
毒
対
策
の
徹
底
や
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
済
ん
だ
者
を
担
当

運
転
手
に
す
る
こ
と
な
ど
を

求
め
て
い
る
。

世
界
３
４
カ
国
の
看
護
師

・
医
療
従
事
者
の
組
織
で
つ

く
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ナ
ー

シ
ズ
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
」

（
Ｇ
Ｎ
Ｕ
）
は
７
月
９
日
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
中
止
、
延
期

を
強
く
求
め
る
書
簡
を
、
菅

首
相
と
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
バ
ッ
ハ
会
長
に
送
付

し
た
。
医
療
従
事
者
の
代
表

と
し
て
、
日
本
国
民
、
選
手
、

ス
タ
ッ
フ
、
各
国
国
民
の
健

康
と
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
の

は
看
過
で
き
な
い
と
主
張
し

て
い
る
。
共
同
署
名
を
行
っ

た
日
本
医
労
連
が
明
ら
か
に

し
た
。
書
簡
は
東
京
都
医
師

会
の
大
会
中
止
を
求
め
る
訴

え
や
、
日
本
医
労
連
の
医
療

崩
壊
を
懸
念
す
る
声
明
を
引

用
し
「
日
本
の
医
療
関
係
者

は
五
輪
の
延
期
を
率
先
し
て

訴
え
て
い
る
」
と
紹
介
し
て

い
る
。
多
く
の
国
で
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
率
の
低
さ
や
、
接

種
率
が
高
い
国
で
も
流
行
の

激
化
に
よ
り
感
染
症
対
策
の

大
幅
な
見
直
し
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
現
状
を
指
摘
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

空
気
中
に
浮
遊
し
、
移
動
す

る
エ
ア
ロ
ゾ
ル
（
浮
遊
す
る

微
粒
子
）
を
介
し
て
感
染
す

る
こ
と
は
科
学
的
に
も
明
ら

か
だ
」
と
指
摘
し
た
。
世
界

的
な
感
染
症
の
継
続
的
な
拡

大
が
公
衆
衛
生
と
安
全
に
深

刻
な
脅
威
を
も
た
ら
し
、
開

催
国
で
あ
る
日
本
の
何
百
万

人
も
の
住
民
に
リ
ス
ク
を
も

た
す
と
し
て
、
東
京
五
輪
の

中
止
、
延
期
を
求
め
て
い
る
。

共
同
書
簡
の
署
名
に
参
加
し

た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ン

ド
、
イ
タ
リ
ア
、
韓
国
な
ど

２
１
カ
国
の
看
護
師
・
医
療

従
事
者
組
織
の
代
表
。

（
連
合
通
信
・
７
・
１
５
）

第６期建交労東京学校 資本論講座

６月１２日（土）第３回開催

次回（第４回）７月３１日（土）１３時半

■７月３１日（土）１３時半～建交労東京

学校資本論講座第４回 リモート開催

■８月 ４日（水）１８時半～東京都本部

第２４回定期大会第１回選挙管理委員会

都本部７Ｆ会議室（門前仲町）

■８月１８日（水）１８時半～第２回選挙

管理委員会 都本部７Ｆ会議室

■８月２１日（土）１７時～京王支援共闘

会議 ＪＲ武蔵小金井駅宣伝行動

組合掲示板

✉


